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なかろうか､ と考える人もある｡その議論に出て来るキーワー ドは､ リアプ ノフ指数､カオス
などである｡ これらについても後の講演で議論されるから､ここでこれ以上に､立ち入ること
はしない｡
カオスという青葉が出てきたついでに､ひとつ述べておきたいことがある｡N体問題を計算
して天体における構造の形成と変化を議論するとき､そこで出て来た結果の意味についてであ
る｡3体閉息でもカオスが起こるのだから､そのような多体系では､当然､カオスが起こって
いる｡そこで､計井の初期条件を少し変えたとき､その後の進化が大きく異なるのではないか
と懸念される｡ しかし､ハミル トン多体系にカオスが起こる結果として､系のグローバルな熱
力学的性質が現れるということがある｡そして､私たちが議論したいのは､自己重力多体系の
そのようなグローバルな性質のことである｡ 6N次元のr空間で､初期条件の僅かに異なる2
つの系は♯れていくとしても､6次元の〟空間で､ しかも租税化して見ると､系の振舞いが同
じように見えるグローバルな性質がある｡ そして､われわれが追及したいのは､そのようなグ
ローバルな性質は何かということなのである｡そのことの基礎になる概念も十分に議論される
ことが望まれる｡
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